
たっこ
1月号広報 2011 あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

元
気
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

はじめてのハッピーバースデイ
平成21年12月に生まれた満１歳のお友だちです。

●俵山紗
ね ね

寧ちゃん
Ｈ21.12.3

（西舘野・女の子）
お兄ちゃんに負けない
パワフルな紗寧。元気
に優しく育ってね。

●中村早
さ き

希ちゃん
Ｈ21.12.4

（長坂・女の子）
野菜と果物と何でも好
きだよ。すくすく育っ
てね !!（家族一同）

●髙橋祐
ゆ づ き

月ちゃん
Ｈ21.12.10

（飯豊・女の子）
いつも男の子に間違え
られるけど、本当は甘
えん坊の女の子です。
よろしくネ♡

●名久井輝
か ぐ や

耶ちゃん
Ｈ21.12.16
（サンモール・女の子）
ついに誕生した女の子。
兄ちゃんたちにもまれ
ながら元気に育て !!

●佐藤咲
さ き

希ちゃん
Ｈ21.12.28

（飯豊・女の子）
お誕生日おめでとう !!
明るく、元気な女の子
になってネ !!

●上郷保育園の子どもたち
　おじいさん、おばあさんからいっぱい拍手もらったよ！
　寒さに負けずに元気でネ！

●田子幼稚園の子どもたち
　いつもやさしいおじいちゃん、おばあちゃん（家の人）に年賀状
　書いたよ！　これからも「ありがとう！」の気持ち大事にするネ！

●田子保育園の子どもたち
　昔遊び楽しい !!
　おじいさん、おばあさん、もっといっぱい遊んでネ！

謹
賀
新
年
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2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

田
子
町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理

等
に
つ
い
て

区分 内　容 国の制度との異同

扶養
手当

配偶者　　　　　　　 　 13,000円
配偶者以外
・１人目 ( 配偶者有 )　　　6,500円
・　〃　( 配偶者無 )　　  11,000円
・２人目以上　　　　　　  6,500円
・満16歳の年度始めから
　　満22歳の年度末までの子
　　　　　１人につき5,000円加算

同

住居
手当

借家（借間）限度額　　  27,000円 同

通勤
手当

交通機関等利用者限度額  55,000円
交通用具使用者限度額     24,500円

同

(1)人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
(22.3.31)

歳出額
Ａ

実質収支
人件費

Ｂ
人件費率

（Ｂ／Ａ）

（参考）
20年度の
人件費率

21年度
人

6,758
千円

4,926,517
千円

87,621
千円

752,948
％

15.3
％

19.4

※人件費には、町長・教育長・議員・各種委員に支給される給料・報酬・
共済費等を含みます。

(2)職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給与費 １人当た
り給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当
期末・

勤勉手当
計Ｂ

21年度
人

89
千円

316,757
千円

51,425
千円

110,928
千円

479,110
千円

5,383

※職員手当には、退職手当を含みません。

(3)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成22年12月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

田子町 334,816円 46.9歳 226,492円 36.3歳

国 325,579円 41.9歳 284,514円 49.3歳

 
(4)職員の初任給の状況（平成22年12月１日現在）

区　分

田子町

決定初任給
採用２年経過日

給料月額

一般行政職
大学卒 170,478円 183,942円

高校卒 138,699円 148,302円

(7)職員手当の状況（平成22年12月１日現在）

区分 田子町 国

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

　　　　　期末手当　勤勉手当
 ６月期　　1.25月分　0.70月分

12月期　　1.35月分　0.65月分

 　計　　　2.60月分　1.35月分

職制上の段階、職務の
級等による加算措置　　　

有

　　　　　期末手当　勤勉手当
 ６月期　　1.25月分　0.70月分

12月期　　1.35月分　0.65月分

 　計　　　2.60月分　1.35月分

職制上の段階、職務の
級等による加算措置　　　

有

退
職
手
当

（支給率）   自己都合　勧奨・定年
勤続20年　23.50月分　30.55月分
勤続25年　33.50月分　41.34月分
勤続35年　47.50月分　59.28月分
最高限度額　59.28月分　59.28月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置
（２〜20％加算）

１人当たり平均支給額　16,824千円

（支給率）   自己都合　勧奨・定年
勤続20年　23.50月分　30.55月分
勤続25年　33.50月分　41.34月分
勤続35年　47.50月分　59.28月分
最高限度額　59.28月分　59.28月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置
（２〜20％加算）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成21年度に退職した全職種に
係る職員に支給された平均額です。

(5)職員の経験年数別・
　学歴別平均給料月額の状況（平成22年12月１日現在）

区分
経験年数
10〜14年

経験年数
15〜19年

経験年数
20〜24年

一般行政職
大学卒 255,667円 304,400円 該当なし
高校卒 該当なし 261,525円 298,633円

技能労務職 高校卒 199,386円 該当なし 248,127円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場
合は、採用後の年数をいうものです。

(6)一般行政職の級別職員数の状況（平成22年12月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な
職務内容

主事 主査 主幹
総括主幹、
グループリーダー、
保育園長等

副
参事

参事

職員数
人

1
人

9
人

32
　人

7
人

14
人
8

人
71

構成比
％

1.4
％

12.7
％

45.0
　％
9.9

％
19.7

％
11.3

％
100

参　

考

１年前の
構成比

％
5.6

％
13.9

％
40.3

　％
9.7

％
19.4

％
11.1

％
100

５年前の
構成比

％
13.1

％
13.1

％
33.4

　％
22.6

％
7.1

％
10.7

％
100

※１．田子町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代業的な職
　　務です。

　

町
職
員
の
給
与
・
定
員

管
理
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
務
員
法
な
ど
の
規
定
に

基
づ
き
条
例
等
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
状
況
に
つ
い
て
、

町
民
の
み
な
さ
ま
へ
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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問 田子町役場総務課総務グループ　☎２０−７１１１
●詳しくは町のホームページをご覧ください。
　http://www.town.takko.aomori.jp/

(8)特別職の報酬等の状況（平成22年12月１日現在）

区　分 給料月額等

給　

料

町　長
副町長
教育長

６１０，４００円
（不在）

４４４，８００円

報　

酬

議　長
副議長
議　員

２８３，０００円
２４０，０００円
２２５，０００円

期
末
手
当

町　長
教育長

 ６月期　１．４５月分
12月期　１．４５月分

議　長
副議長
議　員

 ６月期　１．４５月分
12月期　１．４５月分

(9)部門別職員数の状況と主な増減理由（平成22年12月１日現在）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成21年 平成22年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

2
23
6

18
6
0

10
2
5

2
22
6

19
6
0

10
2
6

0
△1

0
1
0
0
0
0
1

町ケーブルテレビデジタル化
　業務終了による職員減

保育園への看護師配置

  業務増（山のみち地域づ
  くり交付金事業）等によ
  る職員配置

小　　計 72 73 1

特別行政
部門

教　　育 17 16 △1 早期退職（勧奨）による退職者
不補充

小　　計 17 16 △1

公営
企業等

会計部門

病　　院
水　　道
その他

19
4

27

16
4

27

△3
0
0

保育園への看護師配置及び
　退職者不補充

小　　計 50 47 △3
合　計 139 136 △3

※職員数は一般職に属する職員数です。（教育長除く）

(10)職員の福祉制度の状況
項　目 概　要

共済制度 青森県市町村職員共済組合の制度による

健康診断
（平成21年度）

定期健康診断　（35歳を除く40歳未満）　　30名
　　〃　　　　（35歳及び40歳以上）　　　62名

（※特定検診）
人間ドック　　日帰り（35歳以上）　　　　36名
　　〃　　　　脳検診（45歳以上）　　　　 ８名
がん検診　　　胃がん　　　　　　　　　   21名

互助会組織

名　称 田子町職員互助会 きさらぎ会

加入者
常勤の職員（診療所
等除く）及びタプコ
ピアンプラザ職員

常勤の職員
（診療所・老健

・訪問看護）

主たる事業
冠婚葬祭時の給付
地産地消事業等

冠婚葬祭時の給付
環境整備事業等

主たる財源 会員会費 会員会費

親
睦
を
深
め
る

第
25
回
東
京
田
子
会

　

11
月
14
日
、東
京
都
内
の「
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ケ
谷
」
で
、
第

25
回
東
京
田
子
会
が
開
催
さ
れ
、

60
人
の
参
加
者
が
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
一
ノ
渡
尚
道

会
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
よ

く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
今
日

は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
員
の

ほ
か
、
田
名
部
匡

代
衆
院
議
員
、
町

か
ら
は
松
橋
良
則

町
長
、
澤
口
勝
議

会
議
長
や
町
議
会

議
員
が
出
席
。
参

加
者
は
、
同
級
生

も
多
く
、「
な
つ
か

し
い
」
と
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
、

ま
た
、煮
し
め
、
つ

つ
け
な
ど
の
郷
土

料
理
も
「
な
つ
か

し
い
」
と
味
わ
い
、

郷
土
の
味
を
堪
能

し
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

同級生も若々しく「なつかしい」と親睦を深め、記念撮影

「なつかしい」と好評だった田子の郷土料理



4トピックス

学
校
は
金
管
バ
ン
ド
部
の
演
奏

と
全
校
合
唱
を
行
い
ま
し
た
。

田
子
中
学
校
は
、
校
内
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
を
全
校
生

徒
で
合
唱
し
、
ま
た
、
同
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
３
年
Ａ
組
が「
旅
立
ち
の
時
」

を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
田
子
中
学
校

と
田
子
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
合

同
で
「
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
マ
ー

チ
」
な
ど
２
曲
を
披
露
し
ま
し

た
。
会
場
で
は
保
護
者
ら
も
鑑

賞
し
、拍
手
や
手
拍
子
を
贈
り
、

会
場
が
一
つ
に
な
っ
て
音
楽
を

楽
し
み
ま
し
た
。

中
学
生
海
外
派
遣

町
長
報
告
会

　

11
月
24
日
、
平
成

22
年
度
田
子
町
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
で

ギ
ル
ロ
イ
市
を
訪
問

し
た
田
子
中
学
校
２

年
生
10
人
が
、
松
橋

町
長
に
研
修
の
報
告

を
し
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
、
一
人

ず
つ
研
修
の
思
い
出

の
写
真
を
見
せ
な
が

ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
思
い
出
や
、

小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
で
の
文
化

交
流
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

松
橋
町
長
は
、「
研
修
を
も

っ
と
楽
し
む
た
め
に
は
、
言
葉

町
社
会
福
祉
大
会

　

11
月
20
日
、「
み
ん
な
で
つ

く
る
心
の
か
よ
う
や
さ
し
い
福

祉
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

44
回
田
子
町
社
会
福
祉
大
会
が

開
催
さ
れ
、
社
会
福
祉
関
係
者

や
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
ま
ず
、「
輝
い
て

生
き
る
」
と
題
し
、
あ
お
も
り

い
の
ち
の
電
話
理
事
長
の
石
川

敞
一
さ
ん
が
「
輝
い
て
生
き
る

た
め
に
は
、
過
去
と
他
人
は
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現

在
と
自
分
は
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
自
分
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
事
」
と
講
演

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
北
村
護
大
会
長

が
「
少
子
高
齢
化
が
進
む
田
子

を
覚
え
る
こ
と
。
こ
れ
を
機
会

に
英
語
を
も
っ
と
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
生
徒
ら
に
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

町
小
・
中
・
高
校
音
楽
祭

　

11
月
５
日
、
田
子
町
教
育
振

興
会
が
主
催
す
る
、
平
成
22
年

度
田
子
町
小
中
高
合
同
音
楽
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
上
郷
小
学
校

が
「
青
空
へ
登
ろ
う
」
な
ど
３

曲
を
合
唱
。清
水
頭
小
学
校
は
、

合
唱
や
金
管
楽
器
で
「
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
」
を
演
奏
。
田
子
小

町
を
、
今
後
も
町
民
が
力
を
合

わ
せ
て
い
い
町
に
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
地
域
福
祉

の
向
上
と
発
展
に
寄
与
し
た
個

人
16
人
、
６
団
体
に
表
彰
状
や

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
大
会
を
通
じ
て
社
会

福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

奇
峰
学
秀
Ｄ
Ｖ
Ｄ
完
成
祝

賀
会

　

11
月
27
日
、
町
内
の
有
志
で

組
織
す
る「
奇
峰
学
秀
伝
承
会
」

が
主
催
し
、「
奇
峰
学
秀
の
足

跡
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
完
成
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
の
村
木
満
代
表
は
、

「
学
秀
の
思
想
を
も
っ
と
広
く

伝
承
し
た
い
、
特
に
田
子
町
の

思い出の写真を手に訪問の様子を報告

手話を取り入れて熱唱する子どもたち

DVD の試写に感動する参加者のみなさん

「輝いて生きる」を講演する石川敞一さん
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４
０
０
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
田

子
郵
便
局
の
秋
元
俊
彦
局
長

と
、
陸
奥
上
郷
郵
便
局
の
冷
清

水
淳
局
長
が
訪
れ
、
北
村
護
会

長
に
タ
オ
ル
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
三
戸
部
会
は
、
田
子
町
を

含
む
三
戸
郡
内
の
５
町
村
の
郵

便
局
長
14
人
で
組
織
さ
れ
、
毎

年
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
、

各
福
祉
施
設
に
タ
オ
ル
を
贈
っ

て
い
ま
す
。

千
歳
飴
う
れ
し
い
・
七
五

三
の
行
事

　

11
月
15
日
は
、
７
歳
、
５
歳
、

３
歳
の
子
ど
も
の
成
長
を
祝
う

年
中
行
事
の
七
五
三
で
し
た
。

町
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
に
尽
力
し
た
方
々

に
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
監
修
を
努
め

た
田
子
町
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
の
馬
場
清
さ
ん
が
「
学
秀

と
恵
賢
」
と
題
し
て
公
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
町
内
の
幼

稚
園
・
保
育
園
や
小
中
学
校
を

は
じ
め
、
県
内
、
岩
手
県
北
の

教
育
委
員
会
や
図
書
館
、
学
秀

ゆ
か
り
の
お
寺
な
ど
１
０
０
件

を
超
え
る
団
体
に
寄
贈
さ
れ
ま

す
。

町
社
協
に
タ
オ
ル
寄
贈

　

11
月
11
日
、
青
森
県
東
部
地

区
郵
便
局
長
会
三
戸
部
会
が
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
タ
オ
ル

七
五
三
の
お
祝
い
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

上
郷
保
育
園
で
は
、
園
児
30

人
が
石
亀
神
社
に
お
参
り
し
ま

し
た
。
田
子
保
育
園
で
は
、
３

歳
児
が
釜
淵
観
音
堂
へ
、４
歳
、

５
歳
児
は
八
坂
神
社
へ
お
参
り

た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
健
康
や
将
来

の
夢
な
ど
を
お
願
い
し
、
千
歳

飴
を
手
に
記
念
撮
影
を
し
て
七

五
三
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
ま
た
、
田
子
幼
稚

園
で
は
、「
七
五
三
だ
よ
バ
イ

キ
ン
グ
」
と
題
し
て
、
ホ
ー
ル

で
お
祝
い
の
会
食
を
行
い
ま
し

田子幼稚園ではホールでお祝い

田子保育園では八坂神社にお参り

上郷保育園では石亀神社にお参り

秋元局長から北村会長へタオル贈呈

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
田
子
町
成
人
式

▼
と
き　

１
月
９
日
（
日
）
午

後
１
時
～
（
受
付　

正
午
～

午
後
０
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
内
容

第
１
部　

式
典　

午
後
１
時
～

第
２
部　

新
成
人
主
催
に
よ
る

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー　

午
後
２

時
30
分
～
（
終
了
予
定　

午

後
４
時
）

　

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
（
会
費
１

０
０
０
円
）
と
記
念
写
真
希
望

者
は
、
当
日
会
場
で
申
し
受
け

ま
す
。

※
成
人
式
運
営
ス
タ
ッ
フ
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
成

人
の
晴
れ
の
姿
を
一
緒
に
お
祝

い
し
ま
せ
ん
か
。

新
春
書
き
初
め
大
会
開
催

▼
と
き　

１
月
11
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
参
加
す
る
人
は
、
午
後
１
時

ま
で
に
公
民
館
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
書
き
初
め
終

了
後
映
写
会
を
行
い
ま
す
。

▼
今
年
度
の
課
題

１
年
生
「
へ
い
わ
」

昨年の書き初め大会の様子
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２
年
生
「
七
く
さ
」

３
年
生
「
だ
る
ま
市
」

４
年
生
「
羽
根
つ
き
」

５
年
生
「
日
記
始
め
」

６
年
生
「
無
事
を
祈
る
」

中
学
生
「
前
人
未
到
の
地
」

高
校
・
一
般
「
汲
水
置
新
花
」

　

詳
し
く
は
、
後
日
配
布
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
公
民
館
講
座

受
講
生
募
集

　

自
主
運
営
公
民
館
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
た
に
講
座
を
計
画
し
た

い
、
現
在
の
講
座
を
継
続
し
た

い
等
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

１
月
４
日
（
火
）

～
２
月
28
日
（
月
）

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

水
～
土 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

日
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館

☎
20
‐
７
２
２
１

１
月
の
図
書
館
行
事

▼
12
／
25
（
土
）
～
１
／
９
（
日
）

読
書
マ
ラ
ソ
ン

▼
１
／
15
（
土
）
午
前
11
時

読
書
マ
ラ
ソ
ン
表
彰
式

▼
１
／
15
（
土
）
午
前
11
時
15
分

紙
芝
居
と
本
の
読
み
き
か
せ

▼
１
／
22
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か

ん
ク
ラ
ブ
「
う
さ
ぎ
」
の
折
り
紙

作
り

▼
１
／
22
（
土
）
～

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ

ー
ナ
ー

※
１
／
８
本
の
読
み
き
か
せ
と

と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
は
お
休
み

で
す
。

３
４
ニ

○
桐
島
、
部
活
や
め
る
っ
て
よ

／
朝
井
リ
ョ
ウ
／
９
１
３
ア

○
天
地
明
察
／
沖
方
丁
／
９
１

３
ウ

○
こ
れ
か
ら
の
「
正
義
」
の
話

を
し
よ
う
／
マ
イ
ケ
ル
・
サ

ン
デ
ル
／
３
１
１
サ

子
ど
も
た
ち
に
は
「
う
さ

ぎ
の
本
」
特
集

　

２
０
１
１
年
は
卯
年
。
う
さ

ぎ
が
出
て
く
る
絵
本
を
約
80
冊

集
め
て
展
示
・
貸
出
し
ま
す
。

冬
休
み
映
画
会

▼
会
場　

タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ

ザ
会
議
室

図
書
館
情
報

若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

　
　

新
成
人　

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

　
　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
あ
な
た
に

「
若
い
人
に
贈
る
本
」
特
集

　

新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
二
十
歳
の
み
な
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
年
齢
は
問
わ
ず
今

年
新
た
に
一
歩
踏
み
出
そ
う
と

い
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
み
な
さ
ん

に
お
す
す
め
の
本
を
展
示
・
貸

出
し
ま
す
。
自
分
に
ぴ
っ
た
り

な
本
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ど
う
ぞ
図
書
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
読
ん
だ

ら
／
岩
崎
夏
海
／
９
１
３
イ

○
犬
部
！
北
里
大
学
獣
医
学
部

／
片
野
ゆ
か
／
６
４
５
カ

○
お
お
き
な
木
／
シ
ェ
ル
・
シ

ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
／
村
上
春

樹
訳
／
Ｅ
シ

○
何
と
か
な
る
さ
！
ー
マ
マ
は

宇
宙
へ
行
っ
て
き
ま
す
ー
／

山
崎
直
子
／
２
８
９
ヤ

○
キ
ケ
ン
／
有
川
浩
／
９
１
３

ア
○
超
訳
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
／
１

昨年に引き続き
「１ねん１くみシリーズ」

第
33
回
田
子
町
文
化
協
会
芸
能
発
表
会
開
催

▼
と
き　

２
月
６
日
（
日
）
正
午
開
演

▼
と
こ
ろ　

タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

▼
賛
助
金　

３
０
０
円　

高
校
生
以
上

▼
出
演
団
体　

田
子
神
楽
保
存
会
技
芸
部
、
田
子
詩
吟
会
、
民
謡

愛
好
会
、
新
す
み
れ
会
、
舞
踊
愛
好
会
、
や
ま
ぶ
き
会
、
田
子

平
成
会
、
民
舞
踊
子
す
ず
め
会
、
な
か
よ
し
芸
能
愛
好
会
、
つ

ば
さ
会
、
田
子
町
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
保
存
会
、
田
子
町
カ
ラ
オ
ケ

愛
好
会
、
青
森
南
部
相
撲
甚
句
会
（
13
団
体
の
予
定
）

※
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ま
た
、
ご
家
族
お
揃
い
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

昨年の芸能発表会の様子
民謡愛好会（上）、平成会（下）
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▼
入
場　

無
料　

小
さ
い
お
子

様
も
楽
し
め
ま
す

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
１
月
６
日
（
木
）

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

「
ト
ッ
ピ
ィ
と
ど
う
ぶ
つ
え
ん
」

「
ト
ッ
ピ
ィ
の
に
わ
し
ご
と
」

「
１
ね
ん
１
く
み
１
ば
ん
ゆ
う
き
」

▽
１
月
７
日
（
金
）

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

「
そ
ら
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
と
ト

ッ
ピ
ィ
く
ん
」「
ト
ッ
ピ
ィ
く

ん
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
」「
１
ね
ん

１
く
み
１
ば
ん
げ
ん
き
」

●化学
▽世界で一番美しい元素図鑑／431グ
●料理
▽小林まさみの作ってよかったおかず／596コ
▽卵なし、牛乳なし、砂糖なしの焼き菓子

／藤井恵／596フ
●ペット
▽つぶやき猫／645コ
●芸能
▽人生の終（しま）いじたく／中村メイコ

／772ナ
▽するめ映画館／吉本由美／778ヨ
●時代小説
▽再びの海／足引き寺閻魔帳／澤田ふじ子

／913サ
▽居眠り磐音江戸双紙「石榴ノ蠅」「照葉

ノ露」「冬桜ノ雀」／佐伯泰英／913サ
▽ほかげ橋夕景／山本一力／913ヤ
●ミステリー
▽交差点に眠る／赤川次郎／913ア

▽ブレイズメス1990 ／海堂尊／913カ
▽十津川警部　君は、あのＳＬを見たか／

西村京太郎／913ニ
▽秘密／東野圭吾／913ヒ
▽白銀ジャック／東野圭吾／913ヒ
●そのほかの小説
▽ちょんまげプリン／荒木源／913ア
▽ツリーハウス／角田光代／913カ
▽冬の童話／白川道／913シ
▽シティ・マラソンズ／三浦しをん、あさ

のあつこ、近藤史恵／913シ
▽ａｔ Ｈｏｍｅ／本多孝好／913ホ
▽小暮荘物語／三浦しをん／913ミ
▽ぎっちょんちょん／群ようこ／913ム
●手記
▽脳天気にもホドがある。／大矢博子／

916オ
●中学生・高校生向け
▽13歳のシーズン／あさのあつこ／913ア
▽貴族探偵エドワード「碧き湖底にひそむ

もの」「琥珀の扉をひらくもの」／椹野
道流／913フ

平
成
23
年
度
保
育
園
入
園

児
童
募
集

　

平
成
23
年
４
月
入
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

　

田
子
保
育
園　

１
２
０
名

　

上
郷
保
育
園　

40
名

▼
対
象
児
童　

平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
、
満
２
ヶ
月
以
上

で
満
５
歳
以
下
の
児
童

▼
入
園
申
込
に
必
要
な
も
の

①
入
園
申
込
書

②
平
成
22
年
分
の
源
泉
徴
収
票

の
写
し
、
ま
た
は
確
定
申
告

書
の
写
し
（
提
出
後
、
所
得

状
況
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

は
、
必
ず
ご
連
絡
願
い
ま
す
）

③
保
護
者
の
就
労
証
明
、
自
営

の
場
合
は
地
区
担
当
民
生
委

員
の
意
見
書

④
口
座
振
替
申
込
書
（
新
規
及

び
口
座
を
変
更
す
る
方
）

※
現
在
入
園
し
て
い
て
、
引
き

続
き
入
園
を
希
望
す
る
場
合
も

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。　

▼
保
育
料　

平
成
22
年
分
の
所

得
税
か
、
平
成
22
年
度
町
民
税

の
有
無
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

１
月
11
日
（
火
）
～
１
月
28

日
（
金
）
※
必
ず
期
限
厳
守
で

お
願
い
し
ま
す

▼
申
込
受
付　

役
場
福
祉
課

　

申
込
用
紙
は
、
福
祉
課
と
各

保
育
園
に
あ
り
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課

　

☎
20
‐
７
１
１
９

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
20
歳
が
ス
タ
ー
ト

　
『
国
民
年
金
』

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か

ら
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？　
「
年
金
な
ん
て
ま
だ

関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活

保
障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
や
一
家
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や

あ
な
た
の
家
族
を
守
っ
て
く
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保

除
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年

お
知
ら
せ

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。「
あ
の
時
に
…
…
」
と

後
悔
す
る
前
に
、
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
よ
う
！

●
自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー

タ
ー
の
方
な
ど
が
20
歳
に
な
っ

た
と
き

　

お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
へ

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
方（
第

２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
（
学
生
を
含

む
）
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
も

加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
方
が

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

加
入
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
が
20
歳
に
な
っ
た

と
き
は
、
勤
務
先
を
経
由
し
て

加
入
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

き
ち
ん
と
し
て
、
保
険
料
を
納

め
ま
し
ょ
う
！

■
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
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の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

も
、
そ
の
全
額
が
納
付
し
た
方

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
中
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
を
行

う
際
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
「
社
会

号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民

年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不

慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
保
険
料
は
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と

納
め
ま
し
ょ
う
。

●
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

▼
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１

７
（
平
成
23
年
３
月
15
日
）

※
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電

話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
平
成
22
年
11

月
上
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
の
途
中
か
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど

で
、
平
成
22
年
10
月
１
日
以
降

に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ

い
て
の
ご
照
会
は
、
下
記
の
番

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
携
帯
電
話
の
場
合

は
全
額
お
客
様
負
担
と
な
り

ま
す
。

※
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
、「
☎

０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３

０
」
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
の
番
号
の
通
話
料
金

は
全
額
お
客
様
負
担
と
な
り

ま
す
。

▼
受
付
時
間

○
月
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
月
曜
日
（
月
曜
日
が
体
日
の

税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、平

成
22
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全

額
で
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追

納
保
険
料
な
ど
も
含
み
ま
す
）。

　

ま
た
、
ご
本
人
の
保
険
料
だ

け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族

平成23年度田子町臨時職員の
募集（登録）について

　町では、平成23年度臨時職員を次のとおり募集しますの
で、希望される方は必要書類を添えて期日までにお申し込み
ください。
　なお、お申し込みいただいた方は、平成23年度田子町臨時
職員登録簿に登載され、任用期間が決定し次第、その都度ご
連絡いたします。
▼募集人員及び職種

職種 任用予定人員 資格等 年齢要件 勤務地

事務補助員 若干名
高校卒業（平成
22年度卒業見込

み含む）
70歳以下

（平成23年
4月1日現
在）

田子町
運転手（大型）
（大型特殊） 若干名

第１種大型・大型
特殊自動車運転免

許必要

栄　養　士 １　名 栄養士免許必要

介　護　員 若干名

清　掃　員 若干名

▼募集期間（平成23年４月採用分）
　１月４日（火）〜２月25日（金）
　（郵送の場合は、２月25日必着とする）
▼応募先及び問い合わせ先　田子町役場総務課総務グループ
　〒039-0292 三戸郡田子町大字田子字天神堂平81
　☎３２‐３１１１　内線221
▼応募に必要な書類
①平成23年度田子町臨時職員登録申請書
　※用紙は総務課にあります
②履歴書
③健康診断書（栄養士・診療所及び老健の介護員をご希望の

方は、公立医療機関発行の健康診断書が必要です）
▼登録有効期間
　平成23年４月１日〜平成24年３月31日（１年間）
▼勤務条件等
◎賃金　日給　5,600円〜（事務補助員の場合）
◎通勤費　支給・有（ただし一定の条件を満たす場合）
◎勤務時間　午前８時15分から午後５時まで（ただし勤務

の特殊性により、これにより難い場合は雇用の都度、別に
定めることになります）

◎勤務を要しない日　週休日（日曜日、土曜日）、祝日、年
末年始（ただし勤務の特殊性により、これにより難い場合
があります）

◎休暇　年次有給休暇・有　特別休暇・有
◎社会保険の適用　一定の要件を満たす場合は、原則として

社会保険及び雇用保険に加入しなければなりません。
▼その他
①田子町臨時職員登録簿は、田子町役場全般・田子町教育委

員会・町立田子診療所・老健たっこ・田子町水道企業等
に有効です。

②就職等により、登録の抹消を希望する場合はご連絡願います。
③上記の募集期間以外でも登録は随時受け付けております。
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▼
配
付
お
よ
び
回
収
方
法

　

各
地
区
の
行
政
連
絡
事
務
担

当
者
の
方
に
配
付
と
回
収
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
回

収
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
方
は

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
期
限
ま
で

に
個
別
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
資
格
が
あ
る
方
で
申
請

書
が
配
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
、

紛
失
し
た
と
い
う
方
は
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
た
は
各
地
区
の

行
政
連
絡
事
務
担
当
者
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

書
き
方
に
つ
い
て
は
、
申
請

年
金
」
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る

方
全
員
に
、
平
成
23
年
１
月
末

ま
で
に
「
源
泉
徴
収
票
」
を
送

付
し
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、、
年
金
以

外
の
給
与
収
入
や
農
業
収
入
な

ど
が
あ
り
、
役
場
や
税
務
署
で

確
定
申
告
を
す
る
と
き
や
、
源

泉
徴
収
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ

る
と
き
に
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

も
し
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
は
再
交
付
が
で
き

ま
す
の
で
、
八
戸
年
金
事
務
所

ま
た
は『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

（
☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６

５
）ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
障
害
年
金
」
や
「
遺

族
年
金
」
に
つ
い
て
は
、
非
課

税
の
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
日
本
年
金
機
構
八
戸
年
金
事

務
所
国
民
年
金
課
☎
０
１
７
８

‐
43
‐
７
３
６
９

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出

提
出
期
限
は
平
成
23
年
１
月
７

日
（
金
）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

書
と
一
緒
に
配
付
さ
れ
て
い
る

記
載
例
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
不

明
な
点
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
子
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
20
‐
７
１
２
０

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年

度
第
1
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔

簿
は
、
毎
年
皆
さ
ん
の
申

請
に
基
づ
い
て
調
製
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
申
請

が
な
い
と
、
選
挙
資
格
が

あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
ず
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
際
に
投
票

で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
資
格
の
あ
る
方
は
忘

れ
ず
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
選
挙
資
格

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
こ
と
。

○
平
成
23
年
１
月
１
日
現

在
で
田
子
町
に
住
所
を

有
す
る
者

○
平
成
３
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
者

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
、

お
よ
び
耕
作
の
業
務
を
営
む

者
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
年
間

お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
者

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産

法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た

は
株
主
で
あ
っ
て
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

す
る
者

場
合
は
火
曜
日
）
は
午
後
７

時
ま
で
受
付

※
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

○
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
「
老
齢
年
金
」
受
け
て
い

る
方
に
「
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の

「
老
齢
年
金
」
な
ど
、老
齢
（
退

職)

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
は
、
税
法
上
「
雑
所
得
」

と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
老
齢
年
金
」

の
額
が
１
０
８
万
円
以
上
（
65

歳
以
上
の
方
は
１
５
８
万
円
以

上
）
の
方
に
つ
い
て
は
、
所
得

税
を
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成

22
年
１
月
〜
12
月
中
に
「
老
齢

「平成22年度八戸市農業講座」開催のお知らせ
　八戸圏域の農業振興の一環として、八戸市農業講座が開催
されます。どなたでも自由に受講できますのでお気軽にご参
加ください。
▼会場　八戸市農業交流研修センター

（八戸市大字尻内町字毛合清水29）☎0178-27-9163
▼農業講座

開催日 時間 講座内容

１月25日
（火）

13:00 〜
14:30

「トルコギキョウの新品種紹介」
㈱サカタのタネ東日本支店
久保田維明氏

14:45 〜
16:15

「安定生産のためのネギ栽培技術等」
㈱サカタのタネ掛川総合研究センター
小野寺忠宣氏

１月26日
（水）

13:00 〜
14:30

「猛暑の翌年気になる八戸の天候」
㈱吉田産業海洋気象事業部
所長　気象予報士　田嶋研逸氏

１月27日
（木）

13:00 〜
14:30

「肥料コスト低減に向けた土壌診断の活
用法」
東京農業大学生産環境科学研究室
教授　後藤逸男氏

14:45 〜
16:15

「課題研究発表」
青森県立名久井農業高等学校
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「
広
報
た
っ
こ
」
で
は
、「
私
の
好
き
な
風
景
写
真
」「
セ
ピ
ア

色
の
風
景
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
か
ら
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
内
広
報
係
☎
20
‐
７
２
２
９

１
７
８
‐
70
‐
１
６
６
３
）
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

青
森
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

青
森
県
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
、
平
成
22
年
12
月
21

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
金

額
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
鉄
鋼
業　

時
間
額
７
６
７
円

　
（
改
正
前
７
５
４
円
）

⑵
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、
電
気
機
器
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額
７
０
２
円

　
（
改
正
前
６
９
３
円
）

⑶
各
種
商
品
小
売
業

　

時
間
額
６
９
５
円

　
（
改
正
前
６
８
８
円
）

⑷
自
動
車
小
売
業

　

時
間
額
７
３
３
円

　
（
改
正
前
７
２
５
円
）

　

な
お
、
青
森
県
で
働
く
全
て

の
労
働
者
及
び
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
「
青
森
県
最
低
賃
金
」

は
、平
成
２
年
10
月
29
日
か
ら
、

時
間
額
６
４
５
円
に
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.a

o
m

o
ri.p

lb
.

go.jp/

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
４

１
１
４
FAX
０
１
７
‐
７
３
４
‐

５
８
２
１

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.m

e
ti.g

o
.jp

/
statistics/

経
済
産
業
省
・
青
森
県
・
田
子
町

教
育
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修

生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学

試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、
4
年
以

上
在
学
し
て
１
２
４
単
位
以

上
を
修
得
し
、卒
業
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に

学
び
た
い
方
に
は
、「
放
送

大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
青
森
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
７
２
‐

38
‐
０
５
０
０
）
ま
た
は
八
戸

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
☎
０

情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

セピア色の風景

旧中央公民館で行われた昭和40
年田子町成人式の様子です。

昭
和
40
年

田
子
町
成
人
式
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
明
る
く
楽
し
い
年
末
・
年
始

を
迎
え
る
た
め
に
！

　

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え

る
こ
の
時
期
、
出
火
防
止
を
図

る
た
め
、
三
戸
消
防
署
田
子
分

署
で
は
、
12
月
20
日
か
ら
１
月

10
日
ま
で
の
間
、
警
戒
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
各
家
庭
に
お
き

ま
し
て
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
は
、
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

○
放
火
を
防
ぐ
た
め
、
家
の
周

り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
。

○
寝
具
及
び
カ
ー
テ
ン
類
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
就
寝
前
、
外
出
前
に
は
必
ず

火
元
を
確
認
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
り

近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

○
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し

点
検
、
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署
田
子
分
署

情報スクランブル

　

頬
が
赤
い
か
ら
ホ
オ
ア
カ
と
名
付

け
ら
れ
た
。
頬
が
白
い
ホ
オ
ジ
ロ
と

同
じ
仲
間
で
、
ス
ズ
メ
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
。
鳴
き
声
は
「
チ
ッ
、
チ
ッ
」

と
特
徴
が
な
い
。
こ
の
辺
で
は
あ
ま

り
多
く
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
撮
影
地　

田
子
町
創
遊
村
）

　
〈
日
本
野
鳥
の
会　

会
員
〉

原　

靖
之
（
石
亀
）

田
子
の

　

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

「
ホ
オ
ア
カ
」

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
路
上
駐
車
は
や
め
よ
う

　

本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
が
、
降
雪
の
多
い
時

に
は
夜
間
、
早
朝
か
ら
除
雪
作

業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

路
上
へ
の
駐
車
は
除
雪
作
業

の
妨
げ
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
付
近
の
除
雪
も
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
、
み
ん
な
に
迷
惑

を
か
け
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

　

１
台
だ
け
な
ら
と
思
わ
ず
、

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　

わ
た
し
た
ち
の
町
の

　

安
全
・
安
心
１
１
０
番

　

あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い
て

◇
何
が
あ
っ
た
（
事
件
・
事
故
）

◇
ど
こ
で
（
場
所
）

◇
い
つ
（
今
、
何
分
前
）

◇
犯
人
は
（
人
相
、
特
徴
な
ど
）

◇
状
況
（
被
害
や
怪
我
な
ど
）

◇
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号

　

大
切
な
電
話
、

　
　

い
た
ず
ら
は
や
め
よ
う

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

叱
る
人
叱
ら
れ
る
子
の
居
な
い
過
疎 

中
村
春
太
（
春
雄
）

満
月
の
私
の
酒
が
踊
り
出
す 

浅
沼　

裕
（
え
み
）

年
忘
れ
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
え
び
す
顔 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

会
う
た
び
に
若
く
見
ら
れ
る
女
た
ち 　

荷
軽
井
光コ

ウ
セ
イ生（

光ミ

ツ

オ生
）

何
事
も
平
た
く
治
め
て
年
を
越
す 

森
田
榮
子

わ
た
く
し
の
心
の
空
を
彼
が
見
る 

中
村
与
志

お
ど
け
て
る
私
を
偉
い
と
思
う
と
き 

鳴
滝
笑
美
子

趣
味
ひ
と
つ
吹
雪
を
つ
い
て
今
日
も
行
く 

岩
間
十
三
男

一
年
を
感
謝
で
〆
め
た
忘
年
会 

松
橋
良
則

ち
く
わ
の
穴
れ
ん
こ
ん
の
穴
非
常
口 

笹
田
か
な
え

王
様
の
眉
間
を
め
が
け
歩
が
跳
ね
る 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

百
万
の
兵
も
母
親
に
は
勝
て
ず 

西
村
吐
夢
（
務
）

割
り
箸
が
律
儀
に
割
れ
て
役
果
す 

坂
上
た
い
ら
（
實
）

夜
の
空
穴
ポ
ツ
ポ
ツ
あ
い
て
い
る 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

ま
ず
飲
め
と
酒
で
な
だ
め
る
年
の
功 

北
村
吾
朗
（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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●
き
れ
い
な
熊
原
川
の
水

　

本
校
で
は
22
年
度
か
ら
県
の

「
青
い
森
水
辺
に
学
ぶ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
」の
指
定
を
受
け
、

上
郷
小
学
校
に
沿
っ
て
流
れ
る

熊
原
川
の
川
虫
を
調
べ
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

３
・
４
年
生
が
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
探
求
活
動
で
調
べ
た

こ
と
が
ら
を
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
に
は
、
学
校
前
の
川
原

で
サ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト
を
一
人
ひ

と
り
が
持
ち
、
石
の
裏
側
に
ひ

そ
ん
で
い
る
川
虫
の
採
取
を
行

い
ま
し
た
。教
室
に
持
ち
込
み
、

葛
谷
先
生
に
そ
の
分
類
の
仕
方

を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
調

べ
た
結
果
、
水
棲
生
物
42
分
類

群
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
。
出

現
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
熊
原

川
は
生
き
物
に
と
っ
て
棲
み
や

す
い
環
境
に
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

８
月
に
行
っ
た
採
取
で
は
、

６
月
よ
り
も
個
体
が
小
さ
く
、

出
現
数
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
夏
の
間
に
羽
化
し

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の

で
、
保
護
者
に
も
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
夜
間
に
ラ

イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
と
い
う
方

法
で
成
虫
の
採
取
も
し
て

み
ま
し
た
。
カ
ゲ
ロ
ウ
や

ト
ビ
ケ
ラ
の
成
虫
を
捕
ら

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
で
分
か

っ
た
こ
と
や
自
然
豊
か
な

流
れ
を
守
る
た
め
に
考
え

た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
、

12
月
の
生
活
科
・
総
合
学

習
発
表
会
で
地
域
の
皆
さ

ん
の
前
で
紹
介
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
話
題
　 

上
郷
小
学
校

お悔やみ
●白澤教自（62歳）明土平
●坂下コヨ（90歳）明土平
●尾形のぶ（77歳）種子
●小舘やすよ（87歳）雀ヶ平
●豊川益榮（65歳）下本町
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
22
年
11
月
30
日
現
在

世帯数／2271（−２）
人口／6699（−９）
男／3228（−６）
女／3471（−３）

（　）内は前月比です

1月の主な保健・介護予防事業予定表

広報たっこ2011年１月号（平成22年12月21日発行）通算第614号 ◆発行＝田子町◆編集＝タプコピアンプラザ　青森県三戸郡田子町大字田子字
天神堂向22-9 ／電話 (0179)20-7229 ／ FAX(0179)20-7225［制作印刷］有限会社 赤坂コピーライツジム八戸本社＝青森県八戸市大字妙字大開98-5 TEL
＆ FAX (0178)25-6666 田子支社＝青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂向136 TEL ＆ FAX (0179)32-4531

●平成22年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

２人
（−２）

45人
（＋22）

20人
（−３）

９人
（−２）

３人
（−１）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成22年11月30日現在

	 11月中	 11月末累計

 537件 5237件
 （＋31） （−180）

 ７人 62人
 （＋２） （＋13）

 641人 6422人
 （＋23） （−331）

発
生

死
者

傷
者

●1月5日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前10:00〜11:30
●1月6日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●1月7日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後午後1:30〜3:30
　おやつの教室（せせらぎの郷）午後2:00〜3:30
●1月11日（火）
　ベテラン健康教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
●1月12日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:30
　糖尿病予防講座
　（せせらぎの郷）午後6:00〜7:00
●1月13日（木）
　血糖値を上げない教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●1月14日（金）
　子宮がん検診（せせらぎの郷）午後0:30〜1:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　糖尿病予防講座（川代生活館）午後6:00〜7:00
●1月17日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00

●1月19日（水）
　乳がん検診（せせらぎの郷）午後0:30〜1:30
　糖尿病予防講座
　（細野集落センター）午後6:00〜7:00
●1月20日（木）
　乳がん検診（せせらぎの郷）午後0:30〜1:30
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●1月21日（金）
　乳がん検診（せせらぎの郷）午後0:30〜1:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　糖尿病予防講座（飯豊生活館）午後6:00〜7:00
●1月24日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●1月26日（水）
　糖尿病予防講座
　（せせらぎの郷）午後6:00〜7:00
●1月27日（木）
　血糖値を上げない教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●1月28日（金）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（上郷公民館）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:30〜午後1:30


